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Ƃ201Ხ年ࡇ以降入学生適用ƃ 

 

 

成蹊教養カȪキュȩȠ： 学修ȷ教育目標Ტ科目ǰȫȸプКカȪキュȩȠȷフȭȸᲣ 

 

 

中世Ȩȸȭȃȑƴ大学ƕ生まǕƯ以来Ŵ教養教育Ʒ根幹ƴƸ長ǒƘ言葉Ʒ探究Ტ文法ȷ論理ȷ修辞学ᲣƱ自然Ʒ探究Ტ天文学ȷ算術ȷ幾何学ȷ音楽Უƕ据えǒ

ǕƯƖまƠたŵ言葉Ʊ自然ƴ関Ƣǔ素養こそƕŴあǒゆǔ知識Ʒ基盤ƴƳǔƱ考えǒǕƯƖたƔǒưƢŵ 

 成蹊教養カȪキュȩȠƸこうƠた教養教育Ʒ伝統を受ƚዒƗƳƕǒŴ文系学部Ʊ理系学部ƕӷ一キャンȑǹƴあǔƱいう本学Ʒ特色を活ƔƠŴǰȭȸȐȫ化時

代ƴƾさわƠいŴ専門性を備えた教養人を育成ƢǔこƱを目指ƠまƢŵそƷ実現ƷたǊƴŴᲯƭƷ目標を置ƖまƢŵ 

ᲢᲫᲣ文系ȷ理系Ʒ枠を越えたŴ幅広い視᣼Ʊ素養を育ǉこƱŵ 

ᲢᲬᲣ論理的ȷ批Й的ナǯȪȆǣカȫニƳ思考力ƱŴそǕを支えǔ情報活用力を身ƴƭƚǔこƱŵ 

ᲢᲭᲣ人間や文化Ŵ社会Ʒ多様性を認識ƠŴ自ЎƱ異Ƴǔ価値観や感性をǋƬた者Ʊ対ᛅưƖǔ力を高ǊǔこƱŵ 

ᲢᲮᲣ日本語や英語をƸơǊƱƢǔ諸言語ƴ対Ƣǔ関心Ʊ知識を深ǊŴ運用能力を向ɥさせǔこƱŵ 

ᲢᲯᲣ自ࢷ的学修能力を身ƴƭƚŴ生涯学びዓƚǔたǊƷ基礎を固ǊǔこƱŵ 

 

 こǕǒƷ目標を達成ƢǔたǊŴ教養カȪキュȩȠ全体を通ơƯ以ɦƷǑうƳ力を育成ƢǔこƱを目指ƠまƢŵ 

 Ძ．ž個性尊᣻Ʒ人格教育ſƱいう学園建学以来Ʒ理念Ʊ大学Ʒ教育目標を踏まえŴ文化や価値観ƳƲƕ異Ƴǔ人びƱを理解ȷ尊᣻ƠŴまたそうƠた人びƱƱ

ƷコȟュȋǱȸǷȧンを通ơƯ自ǒを理解ȷ確立ƠǑうƱƢǔ動機をǋƬƯいǔŵ 

Წ．自ЎƸ相手Ʊ何を共有Ơ､共有ƠƯいƳいƷƔを考えƳƕǒ､相手Ʒ主張Ʒ背ࢸƴあǔ文脈を踏まえƯ発言を理解ƢǔƱƱǋƴŴ自ЎƷ主張ƕ相手ƴƲƷǑ

うƳ文脈ư理解さǕǔ可能性ƕあǔƷƔƴ注意を払いŴ表現Ʒ内容及び方法を適Џƴ調整ưƖǔ｡ 

Ჭ．文献調査や資料整理Ʒ方法Ŵ論理的文章を書ƘᨥƷȫȸȫƳƲŴ大学Ʒ専門課程ư学修をƓこƳうɥư求ǊǒǕǔ基本的Ƴ技能を身ƴƭƚƯいǔŵまたŴ

プȬǼンȆȸǷȧンやǰȫȸプワȸǯƷ方法Ŵ及びそǕƱ関連Ƣǔ情報ȡȇǣǢƷ利用法を修得ƠƯいǔŵ 

 

 

 

成蹊教養カȪキュȩȠƷ基本構造 

 

学修ȷ教育目標 科目ǰȫȸプ 

成蹊を知ǓŴ豊ƔƳ人間性を涵養Ƣǔŵ Aバ 桃李成蹊科目 

＋ 

学修ȷ教育目標 

Bバ 人間形成系統： 

 社会人ƱƠƯ必要ƱƳǔŴ基本的Ƴ技能や

考え方を身ƴƭƚǔŵ 

際バ 文化創造系統： 

 自ЎƷ意見を発信Ƣǔ力を養うŵ 

 

1バ 国ᨥ性Ʒ育成： 

真Ʒ国ᨥ人ƴ必要ƳǰȭȸȐȫƳ感覚を養うŵ 

ナB1ニ 英語科目 

 

ナ際1ニ 国ᨥ理解科目Ტ初修外国語ȷ異文化 

理解科目Ŵ国ᨥ教養科目Უ 

2バ 社会性Ʒ育成： 

社会ƴ貢献ƢǔたǊƷ基礎を作ǔŵ 

ナB2ニ 日本語力科目ŴキャȪǢ教育科目Ŵ 

情報基盤科目Ŵ健康ȷǹȝȸȄ科目 

ナ際2ニ 総合文化科目Ტ人間Ʊ文化Ŵ 

社会Ʊ文化Ŵ科学技術Ʊ文化Უ 

 

 

 

科目ǰȫȸプКカȪキュȩȠȷフȭȸ 

 

 注：科目ӸƷ○印Ʒ数字ƸŴ当ᛆ科目Ʒ単位数を表Ƣŵ 

Aバ 桃 李 成 蹊 科 目 

 

☆ 学修ȷ教育目標：創立者中村春二Ʒ理念ưあǔž個性尊᣻Ʒ人格教育ſを受ƚዒƙ科目ưŴ少人数Ʒ必修ǼȟưあǔžフȬȃǷャȸǺȷǻȟȊȸſをコǢƴ据

えŴ成蹊教育Ŵ地域ƱƷ共生Ŵ他人を思いやǔ心Ʒ3ƭƷЎ᣼を学ƿこƱƴǑǓŴ豊ƔƳ人間性を涵養ƠまƢŵ 

 

科  目 

ǰȫȸプ 
学修ȷ教育目標 

授業科目ȷ単位数ȷ配当年次 

Ძ年次 2Ტ3，4Უ年次 

プȬȷǿȸȠ 第ᲬǿȸȠ 第ᲭǿȸȠ 第ᲮǿȸȠ以降 

桃

李

成

蹊

科

目 

コǢ 大学ƴƓƚǔ基本的Ƴ学修方法を修得ƠƯいǔŵ フȬȃǷャȸǺȷǻȟȊȸĭ  フȬȃǷャȸǺ講ࡈĬ 

発 

展 

᲻

群 

成蹊を知ǓŴ成蹊人ƱƠƯƷǢǤȇンȆǣȆǣを

確立ƠƯいǔŵ 
 成蹊を知ǔĭ    成蹊教養ǻȟȊȸĭ  成蹊ȜȩンȆǣǢĭ 

᲼

群 

地域ƱƷ共生ƷたǊƷ知識Ʊ理解を得ǒǕƯい

ǔŵ 
 

武蔵᣼地域研究ĭ  成蹊環境ǻȟȊȸĭ  地域福祉論ĭ 

武蔵᣼市寄附講ࡈĭ 

Ჽ

群 
他人を思いやǔ豊ƔƳ心ƕ育まǕƯいǔŵ  

人権ƱǸェンダȸĭ 青年Ʒ心Ʊ身体ĭ こƲǋƱ社会ĭ 老人福祉論ĭ 

福祉社会ƴ生Ɩǔĭ 情報保ᨦƱȜȩンȆǣǢĭ 

成蹊ǰȭȸȐȫǻȟȊȸAĭ  成蹊ǰȭȸȐȫǻȟȊȸBĭ  
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Bバ 人 間 形 成 系 統 

 

☆ 学修ȷ教育目標：社会人ƱƠƯ必要ƱƳǔŴ基本的Ƴ技能や考え方を身ƴƭƚまƢŵ 

 

B1バ 英 語 科 目 

科  目 

ǰȫȸプ 
学修ȷ教育目標 

授業科目ȷ単位数ȷ配当年次 

Ძ年次 2Ტ3，4Უ年次 

プȬȷǿȸȠ 第ᲬǿȸȠ 第ᲭǿȸȠ 第ᲮǿȸȠ以降 

英 

語 

科 

目 

コア 

社会ư使えǔ英語ƕ身ƴついƯいǔᲢ英語ư短い

スピȸチƕưƖǔŵ英語ư議論ƕưƖǔŵ英文を

読ǈŴそǕを要約しŴǇたŴ自分の意見を書くこƱ

ƕưƖǔᲣŵ 

Freshers’EnglishĬ 

College EnglishᲢListening & SpeakingᲣⅠĬ College EnglishᲢReading & WritingᲣⅠĬ 

 College EnglishᲢListening & SpeakingᲣⅡĬ 

College EnglishᲢReading & WritingᲣⅡĬ 

  
College EnglishᲢGlobal TopicsᲣⅠĬ 

College EnglishᲢLocal TopicsᲣⅠĬ 

   
College EnglishᲢGlobal TopicsᲣⅡĬ 

College EnglishᲢLocal TopicsᲣⅡĬ 

発展 

TOEFL, TOEルC試験ư所定のスコアを獲得すǔ

こƱƕưƖǔŵ 
 

TOEFL Preparation ルntermediateĬ 

TOEルC Preparation ルntermediateĬ 

ルELTS Preparation ルntermediateĬ 

TOEFL Preparation AdvancedĬ 

TOEルC Preparation AdvancedĬ 

ルELTS  Preparation AdvancedĬ 

コア科目ư修得した英語力を発展させŴ社会ư使

えǔ十分Ƴ英語力を身ƴつけƯいǔŵ 
  

Presentation Skillsĭ      Discussion Skillsĭ 

Writing Skillsĭ 

多読ư学ぶ英語Ʊ文化ĭ   映画ư学ぶ英語Ʊ文化ĭ 

ドラマư学ぶ英語Ʊ文化ĭ  歌ư学ぶ英語Ʊ文化ĭ 

 

B2. 日本語力科目 

科  目 

グȫȸプ 
学修ȷ教育目標 

授業科目ȷ単位数ȷ配当年次 

Ძ年次 2Ტ3，4Უ年次 

プȬȷǿȸム 第Წǿȸム 第Ჭǿȸム 第Ხǿȸム以降 

日
本
語
力 

科
目 

コア 社会人ƴふさわしい日本語力を身ƴつけƯいǔŵ  
日本語表現講義②  実践漢字講ࡈ②  実践日本語表現② 

実践話し方入門②  文章読解講ࡈ② 

発展 
コア科目ư修得した知識ȷ技能を発展させŴよǓ

高ࡇƳ日本語表現力ȷ理解力を身ƴつけƯいǔŵ 

 古典日本語᲻②   古典日本語᲼② 

  テȸマ別日本語表現②  実用文書の作Ǔ方ȷ情報の伝え方② 

 

B2. キャȪア教育科目 

科  目 

グȫȸプ 
学修ȷ教育目標 

授業科目ȷ単位数ȷ配当年次 

Ძ年次 2Ტ3，4Უ年次 

プȬȷǿȸム 第Წǿȸム 第Ჭǿȸム 第Ხǿȸム以降 

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目 

コア 
進路選択ƴ必要Ƴ基本知識及び情報収集の方法を

修得しƯいǔŵ 

 キャȪアプȩンȋンǰ② 

発展 

 ビǸネǹトȬȸȋンǰセȟȊȸ② 

  キャȪアセȟȊȸ② 

ȷキャȪア構築の方向性を理解しƯいǔŵ 

ȷ組織ư働くこƱの役割を理解しŴ社会的ȞȊȸ

やコȟュȋǱȸǷョン力を身ƴつけƯいǔŵ 

 キャȪア発展講義②  ルnternational ルnternship② 

Ტ3年次よǓᲣ日本企業の現状Ʊ展望② 

インǿȸンǷップ準備講座② 

インǿȸンǷップ実習② 

理工系インǿȸンǷップ実習② 

 

B2. 情報基盤科目 

科  目 

ǰȫȸプ 
学修ȷ教育目標 

授業科目ȷ単位数ȷ配当年次 

Ძ年次 2Ტ3，4Უ年次 

プȬȷǿȸȠ 第ᲬǿȸȠ 第ᲭǿȸȠ 第ᲮǿȸȠ以降 

情
報
基
盤 

科
目 

コア ȷ情報化社会の一員ƱしƯの重要Ƴ情報倫理ƴつ

いƯ理解しƯいる。 

ȷ大学ưの学修や成果発表の手段ƱしƯ必要Ƴ情

報基盤技術を修得しƯいる。 

情報基礎② 

発展  
情報活用᲻②  情報活用᲼②  情報活用Ჽ②  情報活用Ჾ② 

情報活用Ჿ②  情報活用᳀② 

 

B2. 健康ȷスポȸツ科目 

科  目 

グȫȸプ 
学修ȷ教育目標 

授業科目ȷ単位数ȷ配当年次 

Ძ年次 2Ტ3，4Უ年次 

プȬȷǿȸム 第Წǿȸム 第Ჭǿȸム 第Ხǿȸム以降 

健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
科
目 

コア ȷ生涯ƴわたっƯŴ自ǒƕ豊ƔƳ生活を営めǔǑ

うŴ自己の身体の状態の把握や運動の実践を通

ơƯŴ健康を維持増進Ƣǔための方法を理解Ơ

Ưいǔŵ 

ȷチȸȠやǰȫȸプワȸǯのȞネǸȡンȈをƠŴ

適ЏƳコȟュニǱȸǷョンをƱǓŴ生涯ǹȝȸ

ツȷ運動をプȭȇュȸǹŴ実践ƢǔこƱƕưƖ

ǔŵ 

健康ȷǹȝȸツの基礎② 

発展 

 Ტ講義ᲣǹȝȸツƱ科学②  ǹȝȸツƱ文化②  ǹȝȸツƱ社会② 

    健康Ʊ科学②    ǹȝȸツƱ身体② 

Ტ演習Უ健康ȷǹȝȸツの発展᲻Ⅰ②  健康ȷǹȝȸツの発展᲻Ⅱ② 

健康ȷǹȝȸツの発展᲻ク②  健康ȷǹȝȸツの発展᲻グ② 

健康ȷǹȝȸツの発展᲼Ⅰ②  健康ȷǹȝȸツの発展᲼Ⅱ② 

健康ȷǹȝȸツの発展᲼ク②  健康ȷǹȝȸツの発展᲼グ② 

健康ȷǹȝȸツの発展ＳⅠ②  健康ȷǹȝȸツの発展ＳⅡ② 

健康ȷǹȝȸツの発展Ｓク②  健康ȷǹȝȸツの発展Ｓグ② 
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C. 文 化 創 造 系 統 

 

☆ 学修ȷ教育目標：自Ўの意見を発信Ƣǔ力を養いまƢŵ 

 

C1. 国際理解科目 

科  目 

ǰȫȸプ 
学修ȷ教育目標 

授業科目ȷ単位数ȷ配当年次 

Ძ年次 2Ტ3，4Უ年次 

プȬȷǿȸȠ 第ᲬǿȸȠ 第ᲭǿȸȠ以降 

初 

修 

外 

国 

語 

・ 

異 

文 

化 

理 

解 

科 

目 

コア 
ȷ各言語の基本的構造をおおよそ理解しƯいǔŵ 

ȷ基礎的Ƴ会話ƕưƖǔŵ 

 ドイツ語基礎᲻ⅠĬ   ドイツ語基礎᲼ⅠĬ 

フȩンス語基礎᲻ⅠĬ  フȩンス語基礎᲼ⅠĬ 

スペイン語基礎᲻ⅠĬ  スペイン語基礎᲼ⅠĬ 

中国語基礎᲻ⅠĬ    中国語基礎᲼ⅠĬ 

韓国語基礎᲻ⅠĬ    韓国語基礎᲼ⅠĬ 

発 

 

展 

᲻ 

 

群 

コア科目ư修得した知識を発展させŴよǓ高度Ƴ

文法理解Ŵ会話能力を身ƴつけƯいǔŵ 

 Ტ第ᲭǿȸムᲣ 

ドイツ語基礎᲻ⅡĬ   ドイツ語基礎᲼ⅡĬ 

フȩンス語基礎᲻ⅡĬ  フȩンス語基礎᲼ⅡĬ 

スペイン語基礎᲻ⅡĬ  スペイン語基礎᲼ⅡĬ 

中国語基礎᲻ⅡĬ    中国語基礎᲼ⅡĬ 

韓国語基礎᲻ⅡĬ    韓国語基礎᲼ⅡĬ 

Ტ第ᲮǿȸムᲣ 

ドイツ語基礎᲻ⅢĬ   ドイツ語基礎᲼ⅢĬ 

フȩンス語基礎᲻ⅢĬ  フȩンス語基礎᲼ⅢĬ 

スペイン語基礎᲻ⅢĬ  スペイン語基礎᲼ⅢĬ 

中国語基礎᲻ⅢĬ    中国語基礎᲼ⅢĬ 

韓国語基礎᲻ⅢĬ    韓国語基礎᲼ⅢĬ 

Ტ第ᲯǿȸムᲣ 

ドイツ語演習言語Ʊ文化Ⅰĭ  ドイツ語演習言語Ʊ文化Ⅱĭ 

ドイツ語演習検定対策Ⅰĭ   ドイツ語演習検定対策Ⅱĭ 

ドイツ語演習プȬゼンテȸションⅠĭ 

ドイツ語演習プȬゼンテȸションⅡĭ 

フȩンス語演習言語Ʊ文化Ⅰĭ フȩンス語演習言語Ʊ文化Ⅱĭ 

フȩンス語演習検定対策Ⅰĭ  フȩンス語演習検定対策Ⅱĭ 

フȩンス語演習プȬゼンテȸションⅠĭ 

フȩンス語演習プȬゼンテȸションⅡĭ 

スペイン語演習言語Ʊ文化Ⅰĭ スペイン語演習言語Ʊ文化Ⅱĭ 

スペイン語演習検定対策Ⅰĭ  スペイン語演習検定対策Ⅱĭ 

スペイン語演習プȬゼンテȸションⅠĭ 

スペイン語演習プȬゼンテȸションⅡĭ 

中国語演習言語Ʊ文化Ⅰĭ   中国語演習言語Ʊ文化Ⅱĭ 

中国語演習検定対策Ⅰĭ    中国語演習検定対策Ⅱĭ 

中国語演習プȬゼンテȸションⅠĭ 

中国語演習プȬゼンテȸションⅡĭ 

韓国語演習言語Ʊ文化Ⅰĭ   韓国語演習言語Ʊ文化Ⅱĭ 

韓国語演習検定対策Ⅰĭ    韓国語演習検定対策Ⅱĭ 

韓国語演習プȬゼンテȸションⅠĭ 

韓国語演習プȬゼンテȸションⅡĭ 

᲼ 

 

群 

 Ტ第ᲭǿȸムᲣ 

ドイツ語会話ⅠĬ   ドイツ語会話ⅡĬ 

フȩンス語会話ⅠĬ  フȩンス語会話ⅡĬ 

スペイン語会話ⅠĬ  スペイン語会話ⅡĬ 

中国語会話ⅠĬ    中国語会話ⅡĬ 

韓国語会話ⅠĬ    韓国語会話ⅡĬ 

Ტ第ᲯǿȸムᲣ 

ドイツ語会話ⅢĬ   ドイツ語会話ⅣĬ 

フȩンス語会話ⅢĬ  フȩンス語会話ⅣĬ 

スペイン語会話ⅢĬ  スペイン語会話ⅣĬ 

中国語会話ⅢĬ    中国語会話ⅣĬ 

韓国語会話ⅢĬ    韓国語会話ⅣĬ 

Ჽ

群 

各言語の文化圏ƴついƯの基礎的理解ƕưƖƯい

ǔŵ 
異文化理解᲻ĭ 

異文化理解᲼Ტドイツ語圏Უĭ   異文化理解᲼Ტフȩンス語圏Უĭ 

異文化理解᲼Ტスペイン語圏Უĭ  異文化理解᲼Ტ中国語圏Უĭ 

異文化理解᲼Ტ韓国語圏Უĭ 

Ჾ

群 
各言語の初歩的知識を修得しƯいǔŵ  世界の言語ĬᲢȭシア語ⅠȷⅡ  ǿイ語ⅠȷⅡ  イǿȪア語ⅠȷⅡᲣ 

国 

際 

教 

養 

科 

目 

コǢ 

近現代ƴƓけǔ日本Ʒ歴史及び現代ƴƓけǔ日本

Ʊ世界Ʒ地域的特徴Ტ地域ǷǹȆȠᲣを理解しƯ

いǔŵ 

 
近現代日本史᲻②  近現代日本史᲼②  戦後Ʒ日本Ʊ世界② 

現代日本Ʒ地理②  現代世界Ʒ地理② 

発展 

近現代ƴƓけǔǢǸǢȷ欧米Ʒ歴史及びȨȸȭッ

パ等をȈȔッǯƱした地域的特徴Ტ地域ǷǹȆȠᲣ

を理解しƯいǔŵ 

 国際教養総合講義② 

  

近現代ǢǸǢ史᲻② 近現代ǢǸǢ史᲼② 近現代欧米史᲻② 

近現代欧米史᲼②  歴史ȈȔッǯǹ②  ǢǸǢ地域理解② 

Ȩȸȭッパ地域理解②  ҅米地域理解② 

ǤǹȩȸȠ世界理解②  地域理解ȈȔッǯǹ② 

留学 Ტ留学単位認定科目Უ 海外研修᲻②  海外研修᲼② 

 

  



ブ 

Cピ. 総合文҄科目 

科  目 

ǰȫȸȗ 
学修ȷ教育目標 

授業科目ȷ単位数ȷ配当年次 

Ძ年次 ピᲢフ，ブᲣ年次 

ȗȬȷǿȸȠ 第ᲬǿȸȠ 第ᲭǿȸȠ 第ᲮǿȸȠ以降 

人

間

Ʊ

文

҄ 

コǢ 人文科学諸分野Ʒ基本的Ƴ知識を修得しƯいǔŵ 
 哲学Ʒ基礎②   倫理学Ʒ基礎②    文学へƷ招待② 

心理学Ʒ基礎②  自己理解Ʒ心理学② 

発展 

コǢ科目ư修得した分野Ʒ基本的Ƴ知識を発展さ

ƤŴ応用分野を含めŴǑǓ深い理解ƕ得ǒǕƯい

ǔŵ 

 現代社会Ʊ哲学② 現代社会Ʊ倫理学② 現代社会Ʊ宗教② 

日本Ʒ思想史②  脳科学Ʊ心②  ここǖƷ健康Ʊ臨床② 

音楽へƷ招待②  美術へƷ招待②   人間Ʊ美術② 

多文҄主義Ʊ文学②  サȖカȫチャȸƱ文学② 

舞台芸術論②   こƱƹƷ科学② ȕǡッǷȧンƱ文҄② 

映像Ʊ文҄②   映像Ʊ人間②  文҄人類学Ʒ考え方② 

社

会

Ʊ

文

҄ 

コǢ 社会科学諸分野Ʒ基本的Ƴ知識を修得しƯいǔŵ 
 政治学Ʒ基礎②   経済学Ʒ基礎②  社会学Ʊ現代②  日本国憲法② 

市民生活Ʊ法Ⅰ②  市民生活Ʊ法Ⅱ② 

発展 

コǢ科目ư修得した分野Ʒ基本的Ƴ知識を発展さ

ƤŴ応用分野を含めŴǑǓ深い理解ƕ得ǒǕƯい

ǔŵ 

 日本Ʒ政治②  現代Ʒ国際政治②  日本Ʊ世界Ʒ経済② 

企業Ʊ社会②  現代ƷȞǹȡȇǣǢ② 

コȟュニǱȸǷȧンƱ社会②     社会心理学入門② 

社会Ʊ統計②  裁判Ʊ社会②    生命倫理Ʊ法② 

科

学

技

術

Ʊ

文

҄ 

コǢ 自然科学諸分野Ʒ基本的Ƴ知識を修得しƯいǔŵ  科学的ƴ考えǔ②  環境Ʊ科学② 

発展 

コǢ科目ư修得した分野Ʒ基本的Ƴ知識を発展さ

ƤŴ応用分野を含めŴǑǓ深い理解ƕ得ǒǕƯい

ǔŵ 

 
物質Ʒ究極像②     人間Ʊ進҄②   天文学入門② 

薬ƸƳƥ効くƔ②    身Ʒ回ǓƷ科学② 

科学技術Ʒ発展Ʊ歴史② 科学Ʊ哲学②   環境論② 

気象Ʊ地球環境② 

 


